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 概   要 

  

無線通信ネットワークの利用が急速に広がっており，新たなニーズとし

て自律的にしかも高レスポンスなマルチホップネットワークを要求す

るアプリケーションが出現している．ITSや次世代ネットワークゲーム

がその代表的なアプリケーションである．従来の無線 LAN技術は，同時

送受信が不可能，他端末送信時に発生するランダムな待ち時間，再送回

数に応じて指数的に増加する待ち時間等が原因で，新しいニーズに応え

るレスポンス性は実現できない．そこで，パケットの送信待ち時間を排

除し，かつ 1ホップあたり 1ミリ秒以内の転送性能を持つ，極めて高レ

スポンスな自律無線通信システムを研究開発する．そのため，複数周波

数・複数拡散符号によるスプレッド ALOHA技術によるチャネル構成技術

とチャネル制御技術，および中継パケット高速転送技術を組合せクロス

レイヤ的に統合する新しい技術を研究開発する．  

【サブテーマ】 

(1) アーキテクチャとシステム化技術 

(2) チャネル構成技術 

(3) チャネル制御技術 

(4) 中継パケット高速転送技術 

 

 

 

 

送受信タイミングの自由度を高

めるチャネル構成・制御技術 

ヘッダから中継パケットを識別

して，パケット全体を受信する

前に転送を開始する中継パケッ

ト高速転送技術 

転送遅延の

大幅短縮 


